
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

植

民

地

に

お

け

る
都

市

民

衆

オ

ル
バ

ニ
ィ
の
場
合

茨

木

慶

三

は

じ

め

に

(31)

先

に
何
回
か
筆
者
は
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
植
民
地

に
お
け
る
都
市
民
衆

(あ
え
て

一
口
で
い
え
ば
、
中
小
商
工
業
者

)
の
史
的
意
義

と
そ

の
役
割

の
重
要
性
を
指
摘

は

ユ

し

、
彼

ら

に

つ
い
て
二

・
三

の
試
論

を

発
表

し

て
き

た

が

、

こ
れ

ま

で
は
・王
に
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

民
衆

に

の
み

ふ
れ

て
き

た
。

し

か
し
勿

論

、

都
市

民
衆

は

同
市

の
み

に
存
在

し

た

の
で

は
な

い
。

同
植
民

地

北
部

の
オ

ル

バ

ニ
ィ

の
場

合
も

、
軽

視

で
き

な

い

こ
と

は
言

を

ま

た
な

い
。

は

　

 本

稿

に

お

い
て
筆

者

が
、

最

近

の
ビ
リ

ン
ス
キ

イ
氏

(ω
辞
Φ
賦
昌
じu
凶①
=
コ
ω
鉱

)
の
論

考

に
依
拠

し

つ

つ
、

オ

ル
バ

ニ
ィ

の
中

小

商

工
業
者

を

と

り
あ

げ

る
ゆ

え

ん

は

こ

こ
に

あ

る
。

一

　

ヨ

と

こ

ろ
で
従
来

、

オ

ル
バ

ニ
ィ
植

民

地
時

代
史

に
お

い

て

の
毛

皮
交

易

の
重

要
性

が
強
調

さ

れ

て
き

た

が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆

そ
の
主

張
自
体

は
正
し

い
。
確

か
に
毛
皮
交
易

は
、



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆

同
地

の
成
長
を
促
進
し
、

そ
の
主
要
交
易
者
に
ビ
ジ
ネ

ス
相
手

の
イ

ロ
コ
イ
族
に
対
す
る
特
権
的
関
係
を
可
能

に
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
は
、

こ
の
外
交
上

・
経
済
上

の

注
4

利
点
を
認
識
し
、

一
六
八
六
年
同
地
を
市
と
し
て
法
人
化
、
住
民
が
五
〇
〇
人
以
下

の
こ
の
村

に
広

い
特
権

を
交
付
し
た
。

し

か
し
、
同
地
を
純
然

た
る
毛
皮
交
易
中
心
地
と
断
定
す
る

こ
と
は
、
同
地

の
眞

の
姿
を
歪
曲
す

る
こ
と
に
な
る
。
十
七
世
紀
末
ま
で
に
同
地
経
済

は
、
旧
来

の

多
く

の
史
家

の
描
写
よ
り
よ
り
複
雑
で
、
よ
り
巾
広

い
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
そ
の
と
き
ま

で
に
同
地
経
済
は
、
明
ら
か
に
三

つ
の
関
連
す

る
活
動
分

　
ら

野
-
商
業

(
売
買
)、
生
産

(
製
造

・
修
繕
)、
サ
ー
ビ
ス

(
給
食

・
輸
送

)
1
か
ら
成

っ
て

い
た
。
そ
し
て
最
近
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
が
計
画
し

た

『植
民
地
オ
ル
バ

ニ
ィ
社
会
史
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
が
も
た
ら
し
た
情
報

に
よ

っ
て
、
同
地

の
社
会
経
済
的
特
性
に
関
す
る
新
鮮
な
説
明
が
可
能
な

の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、

一
六
六
四
年

の
イ
ギ
リ

ス
接
収

の
と
き
、
大
抵
の
同
地
住
民
は
、
主

と
し
て
毛
皮
と
他

の
商
品
と

の
交
換

に
か
か
わ

っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、

オ
ラ

ン
ダ
領
時
代
か
ら

の
住
民

の
多

く
は
生
産
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
れ
は
確

か
に
、
家
族
を
扶
養
す

る
た
め
で
あ

っ
た
と
は

い
え
、
他
方
主
に
、
十
分
な
食

品

・
繊
維
品

・
金
物

・
工
芸
品
を
製
造

・
保
有

し
て
、
毛
皮
を
提
供
す

る
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
の
好
む
繊
維
品

・
酒
類

・
鍋
釜

・
銃
を
輸
入
で
き
た
対
外
的

コ
ネ
を
も

つ

商
業
利
権
グ

ル
ー
プ
と
毛
皮
交
易
で
張
り
合
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
六
六
四
年
ま
で
に
、
毛
皮
市
場

の
発
展

の
型

が
変
化
し
た
た
め
、
同
地
中
小
商
人
が
毛

鋤

皮
交
易
で
大
商
人
と
競
う

こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ビ
ー
バ
ー
は
と
り
す
ぎ

の
た
め
そ

の
地
域
か
ら
事
実
上
消
滅
し
、
西
方
イ

ン
デ
ィ
ア
ン

ー

か
ら
毛
皮
を
入
手

で
き
た
イ

ロ
コ
イ
族
と
交
渉
す

る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
た
。
そ

の
上
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
毛
皮
需
要
が
飽
和
点
に
達
し
、
そ

の
後
減
少
、

一
方
、
資

力
豊

か
な

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
企
業
家

が
オ

ル
バ

ニ
ィ
交
易
商
家

に
臨
時

の
足
掛
か
り
を
え
た
。
さ
ら
に

フ
ラ

ン
ス
が
、
毛
皮
提
供
動
物
の
主

源
と
な

っ
て

い
た
西
部

　
　

へ
の
自
己

の
土
地
権
限
保
護

に
よ
り
熱
心
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
が
、
毛
皮
問
題
で
の
変
化

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
イ

ン
パ
ク
ト
を
感
じ
て
中
小
毛
皮
商
人
は
、
他

の
選
択
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。
彼
ら
の
第

一
の
選
択
は
、
再
定
住

(転
居
)
す
る

こ
と
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ス
ケ
ネ
ク
タ
デ
ィ
の
建
立

(
一
六
六
二
)
以
下
諸
村

が
設
立
さ
れ
、
オ

ル
バ

ニ
ィ
の
元
来

の
移
住
民
の
半
分
が
同
地
を
立
ち
去

っ
た
。

ま
た

一
六
入
○
年
代
ま
で
に
、

オ
ル
バ

ニ
ィ
の
最
下
位
毛
皮
交
易
者
と
成
功
し
た
元
来

の
移
住
民

の
子
息
は
、
よ
り
有

力
な
毛
皮
交
易
商
や
、
さ
ら
に
、
そ

の
後

建
設
さ
れ
た
農
業
地
域

の
交
付

・
開
拓

に
従

っ
て
発
展
し
た
よ
り

一
般
的
な
市
場

に
も
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
る

こ
と
に
気
づ

い
た
。

つ
ま
り
彼
ら
は
、

　
　

伝
統
的
な
活
動

へ
の
新

し

い
応

用
を
発
見
し
た
の
で
あ

っ
た
。

一
六
六
四
-

一
七

=
ご
年
に
、
展
開
し
た
経
済
上

の
モ
デ

ル
に
基
づ

い
て
、
オ
ル
バ

ニ
ィ
社
会
は
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
北
部
地
帯

の
指
導
的
地
位
を
再
入
手
し
た
。



オ
ラ

ン
ダ
領
時
代

の
毛
皮
交
易
商

の
最
有
力
者
i
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
や
よ
り
小
さ

い
交
易
者
と
の
親
分

・
子
分
関
係
も
培
養
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
毛
皮

へ
の
接
近
を
大

に
す
る
こ
と

の
で
き
た

ス
カ
イ
ラ
i
家

(↓
7
Φ
ω
o
ゴ
覧
Φ
「ω
)
、
ウ

ェ
ン
デ
ル
家

(
↓
冨

芝
①
a
Φ
房

)
な

ど
ー

が
、
同
社
会

の
中
核
を
占
め
、
ま
た
、
オ
ル
バ

ニ
ィ
主

要
街
路

に
居
宅
を
も
ち
、
ぬ
き
ん
で
て

い
た
。
イ
ギ
ル
ス
が
任
命
し
た
諸
総
督
は
、
彼
ら
の
成
功
を
知
し

つ
し
、
彼
ら
を
地
域

の
指
導
的
職
務

に
任
じ
、
地
方
法
廷

の
支
配
や
イ

ン
デ

ィ
ア
ン
と
の
接
渉

の
独
占
を
可
能
な
ら
し
め
、
か

つ
、
彼
ら

の
総
督

へ
の
実
利
あ

る
忠
誠
に
対
し
て
も
う
け

の
伴
う
仕
事

の
付
与
や
土
地
交
付

で

も

っ
て
報

い
た
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
十
七
世
紀
末
ま
で
に
、

ハ
ド
ソ
ン
河
下
流

の
交
易
業
者

は
、

オ
ル
バ

ニ
ィ
を
基
地
と
す
る
交
易

の
主
導
権
を
放
棄
し
、
オ
ル
バ

ニ
ィ
の
有
力
商

家
が
同
地
か
ら

の
毛
皮
輸
出

の
支
配
権
を
固
め
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
下
流

へ
毛
皮
を
輸
送
し
た

ス
ル
ー
プ
型
帆
船
は
、
オ

ル
バ
ニ
ィ
大
商
人
が
よ
り
も
う
か

る
輸
出
品
で
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た

ハ
ド
ソ
ン

・
モ
ホ
ー
ク
両
河
流
域
で
生
産
さ
れ
た
材
木

・
小
麦
そ

の
他

の
商
品
を
よ
り
積
載
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
た
め
に
六

〇
年
後
の
七
年
戦
争
末
ま

で
に
、
毛
皮
交
易
は
オ
ル
バ

ニ
ィ
の
西
方

に
転
位
し
、
少
数

の
頑
固
な
古
顔
だ
け
が
・王
に
イ

ン
デ

ィ
ア
ン
と
交
易
す
る
商
人
と
し
て
確
認

さ
れ
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
と
の
交
易
者

の
人
数

は
、
実
際
減
少
し
た
。

】
六
六
〇
年
、
ビ
ー

バ
ー
ウ
ィ

ッ
ク

(
オ

ル
バ

ニ
ィ
の
元

の
名
称
)
の
人

3-6

口
が
数
百
人
の
と
き
、
毛
皮
交
易
者
は
約

一
〇
〇
名
、
オ

ル
バ

ニ
ィ
市
人

口
が
八
〇
〇
人
以
下
で
あ

っ
た

一
七
〇
〇
年
ま
で
に
、
七
四
人

の
商

人
が
自
己

の
毛
皮
交

易
権

の
保
護
を
請
願
し
た
の
に
対
し
て
、

一
七
五
六
年

に
人

口
が
二
〇
〇
〇
人
以
上
に
達
し
た
と
き
、
毛
皮
交
易
者
は

一
二
人
以
下
に
す
ぎ
な
か

っ
た
と

い
わ
れ
て

注
8

い

る

。
そ
も
そ
も

オ
ル
バ
ニ
ィ
は
、

一
六
六
四
ー

一
七
七
四
年

の

=

○
年
間
に
、

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
ペ
ー

ス
で
拡
大

・
発
展

し

つ
づ
け
た
。
す
な
わ
ち

一
六
六
四
年

同
地
は
、
ぬ
か
る

み
の
流
域
氾
濫
地
に
位
置
す
る
住
宅

一
〇
〇
以
下

の
村
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、

一
〇
〇
年
後
に
は
、
四
〇
〇
以
上

の
密
集

し
た
建
物
、
阜
頭
設
備

の
あ
る
改
善
さ
れ
た
河
岸
、
そ
し
て
製
革
作
業
場
、
灰
が
ら
作
業
場
、
練
瓦

・
材
木
製
作
場
、
家
畜
囲

い
、
倉
庫
、
製
粉
場
、
お
よ

び
、
牧
場
や
市
有
地
に
あ
る
賃

貸
地
を
含

む
広
大
な
施
設

の
あ
る
内
陸
部
を
有
す

る
都
市
と
な

っ
て

い
た
。
さ
ら
に
独
立
戦
争
期
ま

で
に
同
市

は
、

一
〇
〇
年
前
に
は
唯

一
の

レ
ー
ゾ

ン

・
デ
ー
ト

は
　

ル
で
あ

る
と
思

わ

れ

た
毛

皮
交

易

の
消
滅

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

三

〇
〇

〇
以

上

の
住
民

の

ホ
ー

ム
と
な

っ
て

い
た
。

こ

の
成

長

は
、
主
要

商

業
利

権
グ

ル
ー
プ

に
よ

っ
て
展
開

さ

れ

た
。

い
く

ら

か

の
中

小
毛

皮
商

人

は
大

商

人

と
な
り

、
同

市

周
辺

に
住

む
隣

人
や

農
民

の
顧
客

に

奉

仕
す

る

こ
と

で
繁
栄

す

る

こ
と

が

で
き

た
。

ま

た
、

ヴ

ァ

ン

・
レ
ン
セ

レ
ー

ル
家

(
]
り7
①
～
N餌
昌
開
Φ
旨
ωω
①
固鋤
Φ
『
ω
)

の
番
頭

と

し

て
来
住

し

た
R

・
リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ニ
ュ
f
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆

ン

(
国
o
σ
①
洋

=
≦
口
ひq
ω
8
昌
)
の
よ
う
な
新
人
実
業
家

た
ち
が
、
同
市

で
身
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼

ら
は
そ
の
立
身

の
過
程
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
実
行
上

の
新
基
準

を
設
定
し
た

の
で
あ

る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
八
世
紀
中
同
地
大
商
人
は
、
農
林
業
産
物
と
交
換
で
肝
要
な
輸
入
品
を
提
供
す

る
こ
と
や
、
加
工
処
理
過
程
と
輸
送

代
理
業

へ
の
支
配
権
を
え
る
こ
と
、
お
よ
び
、
辺
境
地

に
自
己

の
利
潤
を
投
資
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
主
導
権
を
保
持
し

つ
づ
け
た
。
大
英
帝
国
と
の
闘
争

だ
け
が
、

社
会
生
活

の
全
面
で
の
彼
ら
の
権
勢
を
崩
壊
さ
せ
え
た

の
で
あ
る
。

と
は

い
え
、
同
市
人

口
の
増
大

に
つ
れ
て
大
商
人
は
、
そ
の
数

の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社

会
全
体
の
勢
力

の
な
か
で
は
減
退
す
る
部
分
を
象
徴
し

た
。

『植
民
地
オ

ル
バ

ニ
ィ
社
会
史
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
に
よ
る
伝
記
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
市

の
発
展
に

は
れ

お
け
る
よ
り
典
型
的
な
要
因
は
、
工
芸

・
交
易
の
成
長

と
そ
れ

に
従
事
し
た
中
産
層

の
人

々
の
名
状
で
き
な

い
出
現

で
あ

っ
た
。

革
命
前

の
年
間
に
お
い
て
、
同
市
課
税
台
帳
な
ど
の
資
料

で
、
勤
労
自
由
民
層
を
確
認

で
き
る
。

こ
の
グ

ル
ー
プ

は
、
退
役
軍
人
や
同
地

の
旧
来

の
勤
労
者
層
を

成
す
成
人
し
た
生
え
抜
き

の
子
息

と
は
異
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
植
民
地
時
代
末
ま
で
に
同
地
勤
労
勢
力
の
中
核

に
、
商
品
・
道
具

・
製
造
品
を
生
産

・

修
繕

・
供
給

・
販
売
し

た
中
小
商

工
業
者

が
い
た
。
す
な
わ
ち
確
か
に
、

こ
れ
ら
の
メ
ー
カ
ー
や
修
繕
屋

は
、
同
村
創

設
以
来
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
村
が

イ
ギ
リ
ス
領
と
な

っ
た
以
後
の
世
紀

に
、

こ
れ
ら

の
グ

ル
ー
プ
は
、
自
耕
自
給
農
業
や
補
助
的
な
毛
皮
交
易
活
動
か
ら
出
発
し
て
、
同
地
経
済
部
門
の
最
大

の
も

の

鋤

と
な
る
に
至

っ
た

の
で
あ
る
。
実
際
、
工
芸

・
交
易

は
、
革
命
前
十
八
世
紀

の
大
部
分
の
間
、
同
市
や
家
族

に
と

っ
て
の
主
要
経
済
活
動
を
特
徴
づ
け
る
も

の
で
あ

ー

っ
た
。

同
市
を
基
盤
と
す

る
生
産
活
動
は
、
オ
ル
バ

ニ
ィ
農
村
地
帯
1ー

レ
ン
セ
レ
ー

ル
ウ
ィ

ッ
ク
か
ら
遠
隔

の
モ
ホ
ー
ク
流
域
や

ハ
ド
ソ

ン
上
流
域

の
定
住
地
に
及
び
、

繭
芽
的
な
定
住
農
民
が
小
麦
他

の
穀
類
を
育
成
し
、
家
畜
を
飼
育
し
、
森
林
産
物
を
収
獲
し
て
い
た
地
帯
11
と
は
顕
著
な
対

照
を
な
し
て
い
た
。
結
局
農
村
地
域

の

産
物

の
多
く
は
、
同
市

の
倉
庫

へ
の
道
を
見

い
出
し

た
。
上
流
域

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク

の
人
口
が
増
加
す
る
か
ぎ
り
、
加
工
品

・
工
作
さ
れ
た
木
材

・
皮
革

・
金
属

・
衣

類

・
食
料
品

へ
の
需
要

に
よ

っ
て
、
工
芸

・
交
易
活
動

に
お

い
て
、
子
息
や
新
来
者
は
身
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
、
工
作
さ
れ
た
品
物

の
製
造
能
力
が

　
　

増
大
し
た
と
は
い
え
、
広
範
な
基
盤
を
も
ち
、
成
長
し

て
ゆ
く
国
内
需
要

に
遅
れ
を
取
ら
な

い
こ
と
は
殆

ん
ど
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。



う　

ね

植
民
地
時
代

オ
ル
バ

ニ
ィ
に
お
け
る
工
芸

・
交
易

の
出
現
を
理
解
す
る
上

で
、
同
地
の
勤
労
住
民
に
関
連
す
る
次

の
三

つ
の
前
提
が
中
心
と
な
る
。
す

な
わ
ち
第

一
は
、
同
地
住
民
が
、
毛
皮
交
易
後

の
生
存

の
公
算
は
、
存
在
す
る
才
能

や
資
源
を
新
し

い
要
請
や
条
件

に
適
用
す

る
こ
と
に
か
か

っ
て
い
る
点
を
認
識
し
た
か
ら

こ
そ
、
イ
ギ
リ

ス
領
時
代

の
間
同
地
経
済

は
、
生
き
残
り
、
繁
栄

で
き
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
第

二
は
、
輸
送
や
人
間
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
者

と
貿

易
業
者

の

み
な
ら
ず
、
同
地
中
小
商

工
業
者
が
、
同
地

の
地
理
的
位
置
、
本
国
政
府
の
同
地
域
発
展
計
画
、
辺
境

で
の
最
遠
隔
安
全
地
と
し
て

の
同
地

の
兵
姑
上

の
立
場

(
同

地
は
、
英
仏
第

二
次
百
年
戦
争

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
で
の
主
要
舞
台

)
の
ゆ
え
に
利

を
え
る

ユ
ニ
ー

ク
な
地
位

に
あ
る
点
を
自
覚
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第

三
は
、

人

口
拡
張
地
域

で
の
経
済
的
機
会

の
中
心
地
と
し
て
の
オ
ル
バ

ニ
ィ

の
出
現
が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
他
植
民
地
、

お
よ
び
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
植
民
地

の
同
地
以
外

の
場
所

か
ら
、
多
数

の
能

力
豊

か
な
移
住
民
を
誘
引
し

た
こ
と
で
あ

る
。
野
心
あ

る
新
来
者

は
、
植
民
地
時
代
中
、

オ
ル
バ

ニ
ィ
の
サ
ー

ビ
ス
と
商
業
的
風
土
に
引
き

つ
け

厨6

ら
れ
た
。
彼
ら

の
最
高

の
生
産
手
段
や
実
業
上

の
条
件
と
刷
新

の
自
覚
に
よ

っ
て
、
経
済
的
階
段
の
各
階
て
い
に
お
け
る
最
も
成
功
し
た
旧
住
民
が
獲
得
し
よ
う

と

競

い
求
め
た
経
済
的
企
業

の
た
め

の
永
続
す

る
よ
り
高

い
標
準
が
設
定
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
素

の
そ
れ
ぞ
れ
1
時

々
そ

の

一
つ
、
し
か
し
ま
た
全
部

が
結
合
し
て
ー
が
植
民
地
時
代
中
、
同
市
社
会

に
影
響
し
た
。
毛
皮
交
易
が
衰

え
た
と
き
、

い
く
ら
か
の
交

易
業
者
は
同
市
を
立
ち
去

っ
た
。
し

か
し
他

の
人

々
は
、
変
化
し
た
条
件
に
適
応
し
、
同
市

の
特
権
的
地
位
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
き
残

り
、
繁
栄
し
た
。

こ
う
し
て
、
同
市

に
と
ど
ま

っ
た
最
低

の
毛
皮
交
易
業
者

は
、
毛
皮
交
易
店

を

一
般
小
売
店

に
変
え
、
後
援
者
、
顧
客
、
親
戚
関
係
網

に
訴
え

て

資
材
を
入
手
し
、
長
期
間
供
給
不
足

で
あ

っ
た
重
要
商

品
の
入
手
可
能

(農
林
産
物
と
工
芸
品

の
交
換

に
よ

っ
て
)
を

ひ
け
ら
か
す

こ
と
が
で
き

た
。
毛
皮
交
易

が

よ
り
活
発
な
と
き

に
は
、
ま

た
、
こ
れ
ら
の
オ

ル
バ

ニ
ィ
住
民
は
、
毛
皮
と
交
換
で
イ

ン
デ

ィ
ア
ン
に
提
供
す

る
工
芸
品
を
生
産
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
工

芸
品
や
、
金
属

・
衣
類

・
皮
革

・
木
材

・
食
料

品
は
、
新
し

い
村
や
定
住
地

が
オ
ル
バ

ニ
ィ
周
辺

に
建
立

・
発
展
さ
せ
ら
れ
る
に
伴

っ
て
、
需
要

で
あ
り

つ
づ
け
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
品
目

の
ど
れ
も
、
十
分
な
量
を
輸
入
で
き
な
か

っ
た
し
、
ま

た
、
同
市

の
水
曜

・
土
曜
市

で
売
却
す

る
た
め
に
自
己

の
産
物
を
も
ち

こ
ん
だ
農
民
、

百
姓
、
加
工
業
者

の
要
請
を
満
た
す

ほ
ど
安
値

で
提
供
さ
れ
え
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆



ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

植

民

地

に
お

け

る

都
市

民
衆

以
前
毛
皮
交
易

の
た
め
に
粗
ラ

シ
ヤ
を
縫

い
、
裁
縫
師
と

い
わ
れ
た
人

々
は
、
洋
服
屋
な

い
し
は
常
設

の
衣
服
仕
立
て
屋

と
な

っ
た

(イ

ン
デ
ィ
ア

ン
用
裁
縫
師

か
ら
、
注
文
・卸
売

に
よ
る
常

に
開
店
す

る
洋
服
屋

へ
の
転
換

)。
ま
た
、
木
材
業
、
皮
革
業
、
食
品
業
、
金
属
工
芸
業
な
ど
で
も
、
顧
客

が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ア

注

13

メ
リ
カ

へ
の
初
期

の
移
住
民
か
ら
土
着
ア
メ
リ
カ
人
に
代
わ
る
に
つ
れ
、
右

の
洋
服
屋
に
匹
敵
す
る
移
行
が
み
ら
れ
た
。

+
七
世
紀
末
ま

で
に
、
な
お
同
市
に
居
住
し
た
オ
ラ

ン
ダ
領
時
代

の
八
〇
以
上

の
家
族

の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
毛
皮
市
場

か
ら
外
れ
て
欧
米
人
の
顧
客

の
た
め
の
生
産

を
基
盤
と
す
る
工
芸

・
交
易
に
転
換
し
た

一
以
上

の
世
帯
を
有
し
た
。
そ

の
と
き
ま
で
に
、
オ

ル
バ
ニ
ィ
の
残
存

の
オ
ラ

ン
ダ
領
時
代

の
家
族

の
大
抵
は
、
実
業
な

し

い
生
産
志
向
者

と
し
て
概
し
て
特
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
、
彼
ら

の
す

べ
て
は
、
実
業

で
成
功
で
き
た

一
以
上

の
親
戚
を
示
唆
し
え
た
が
、
そ
れ
ば
か
り

か
、
多
く

の
以
前

の
毛
皮
交
易
従
事
家
族
は
、
圧
倒
的

に
生
産
事
業

に
従
事

し
た
。
例
え
ば
、
有
力
で
多
人
数
家
族

の

一
つ
ヴ

ァ
ン
・
デ

ン
・
バ
ー
ク
家

(↓
7
Φ
<
雪

　
む

O
①
昌

しu
①
嶺
房

)、

の
場
合
、

一
大
商
家
に

つ
き

一
二
人
以
上

の
同
市
を
基
盤
と
す

る
中
小
商
工
業
者
を
有
し

た
。

工
芸

・
交
易
の
実
行
は
、
そ
の
ル
ー

ツ
を
毛
皮
交
易
全
盛
期

に
跡
付
け
ら
れ
る
オ
ル
バ

ニ
ィ
市
住
民
に
集
中
し
て

い
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
そ

の
強
力
な
類
似
機
能

の
基
盤
を
特
徴
と
し
た
。
例
え
ば
、
鍛
冶
屋

の
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
ス

(ζ
く
口
血
Φ
「什
閏
「
①
α
Φ
「
同。
開
ωΦ
)
の
よ
う
な

い
く
ら
か
の
人

々
と
、
そ
の
子
孫

の
三
世
代
は
同
じ
職

の6

業
に
と
ど
ま

っ
た
。
た
だ
し
彼
ら
は
、
事
業
を
同
市
界
を
越
え
た
地
域

に
拡
張
し
た
。
な
お
、
醸
造
業
、
皮
革
業
、
大
工
業
な
ど
を
営
む
他

の
家
族
も
、
植
民
地
時

　
め

代
中

、

強

い
単

一
職
業

へ
の
献

身

を
維
持

し

つ
づ
け

た

の
で

あ

っ
た
。

ヴ

ァ

ン

・
デ

ン

・
バ
ー

ク
家

な

ど

は
、
生
産

志
向

活

動

に

お
け

る
多

様

性
を

特
徴

と
す

る
大

工
芸

・
交

易
経

営
家

族

の
典

例

で
あ

っ
た
。

多

く

は
、
金

属
、

織

物
、

木
材

、

皮
革

、

お
よ

び
、

食
品

調
製

で
働

き

っ
づ
け

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

最
初

の
工
芸

一
家

の
業

務

へ
の

き
ず

な

を

と
ど

め

た
が
、

と
は

い
え
彼

ら

は

、
関
連

職

業

活

動

に
分
岐

し

た
。
す

な

わ
ち

、
例

え

ば
、
大

工
は
、

お
け

屋

と
し

て
働

い
た
り
、

木

び
き
、

指

物
師

、

水
車

大

工
、

車
輌

大

工
、
船

大

工
と

な

っ
た
。

ま

た
靴
屋

注
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は
、
製
革
業
者
、
よ
り
専
門
的
靴
屋
、
馬
具
屋

と
な
り
、
他
方
鍛
冶
屋

は
、
細
工
師
、
釘
造
り
、

い
か
け
や
な
ど
と
な

っ
た
。

く
わ
え
て
、
オ
ル
バ
ニ
ィ
中
小
商

工
業
者
は
し
ば
し

ば
、
そ

の
家
族

の
技
術
を
養
子
に
伝
え
、
養
子
は
同
市
内
で
そ
の
職
業
で
身
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
た
。
養

子

の
家
業

へ
の
混
入
は
、
同
市
婦
人
の
余
所
者

の
夫
た
ち
が
め

っ
た
に
家
業

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
状
況
と
著
し

い
対
照
を
な
す
。
実
際
、
同
市

実
業
者
層

の

　
レ

娘

の
余
所
者
と
の
結
婚
は
、
そ

の
娘

の
誕
生
地

か
ら
の
転
居

の
き

っ
か
け
と
な
る

の
が
通
常
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
も
と
も
と
か
ら

の
同
市
中
小
商

工
業
者

だ
け

が
、
同
市

の
中
小
商
工
業
を
業
と
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
接
収
後
の
年
間
に



同
市

に
再

定
住

し

、
す
ぐ

れ

た
技

術

や

サ
ー

ビ

ス
を

同
市

経

済

に
く

わ

え
る

こ
と

に
よ

っ
て
栄

え
た
家

族

を
設

立

し

た
多

数

の
オ
ラ

ン
ダ
領

時

代

の
移

住

民
が

、
同

市

生
ま

れ

の
中
小

商

工
業

者

に
合

流

し

た
。

こ
れ

ら

の
新
来

者

の
例

と
し

て

は
、

テ

ン
・
ア
イ

ク
家

(
日
げ
①
↓
Φ
コ
閏
」く
O
評
ω
)
や
ド

・
ガ

ル
モ
家

(
↓
げ
Φ
∪
①
O
霞
∋
o
ω
)

の
人

々
11

靴
屋

と

銀
細

工
師

、

ジ

ャ

ン

・
ナ

ッ
ク

(』
鋤
コ

Z

鋤
9

)
11

銃
床

師

、

ヴ

ァ

ン

・
ザ

ン
ト

兄
弟

(<
9
コ

N
飴
&

辞
σ
円
0
9
臼
ω
)
ー
材

木

仕
上

げ

屋
な

ど

を
あ

げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た
、

レ

ン
セ

レ
ー

ル
ウ

ィ

ッ
ク

な

ど

か
ら

の
農
村

住

民

も

、
成

長
す

る
地

域
中

心

地

で

の
工
芸

・
交

易

の
チ

ャ
ン

ス
に
よ

っ
て
、

オ

ル
バ

ニ
ィ

に
誘

引

さ

れ

た
。

例

え
ば

、
ブ

ラ

ッ
ド
家

(
↓
げ
①
し口
「
鋤
臼
ω
)
ー

建
築

屋

、

運
送

屋

、

ド

・
フ

ォ
リ

ス
ト
家

(↓
ゴ
①
O
①
「
o
器
Φ
ω房

)
11

靴

作

り
、

フ

レ

ン

ス
バ
ー

ク

兄
弟

(
コ
①
づ
ω
σ
霞
ひQ
ゴ

耳
0
9
Φ
窃

)
11
兄

は
靴

作

り
、

弟

は
大

工

で
あ

っ
た
。

こ
れ

ら

の
人

々
は
、

衰

え

て
ゆ

く
毛

皮
商

人

の
転

居

を
利

用

し
、

空

屋

を
購

入
し

て
そ

こ
に
お

け

の
仕

事

場

、

鍛
冶

作
業

場

、
商

店

を
開

設

し

た
。
彼

ら

は
、
毛

皮
交

易

に
よ

る
繁

栄

を

期
待

せ
す

、

ド

ン
ガ

ン
総

督

(
目
げ
o
∋
霧

U
o
コ
ひq
鋤
コ
在
任

一
六
八

三
-

八

八

)

の
特

許

は
に

状
が
同
市
自
田
土
地
保
有
権
者

に
独
占
的

に
付
与
し
た
特
権
、
す
な
わ
ち
、
地
域
市
場

の
た
め
に
物
品
を
製
造
す

る
機
会

の
存
在
に
引
き

つ
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

以
上

の
同
市
中
小
手
工
業

の
中
核

は
、
農
民
と
資
材
生
産
者
、
お
よ
び
、
フ

ロ
ン
テ

ィ
ア
開
拓
計
画
を
開
始
し
、
オ

ル
バ

ニ
ィ
要
塞
を
建
立
し
た
イ
ギ
リ

ス
本
国

人
に
、
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
本
国

の
計
画
は
、

二

つ
の
面

で
同
市

の
工
芸

・
交
易
を
刺
激
し
た
。
す
な
わ
ち
、
要
塞
用

の
建
築
材

は
こ

の
地

で
入
手

で
き
、
ま
た
大
抵

の
建
築
材
は
、

ミ
ル

・
鍛
冶
場

・
商
店

・
製
造
場

の
有
用
な
板

・
建
具

・
屋
根
に
適
合
し

た
。
同
地
域

の
防
衛
突
出
部
と
公
共
建
築

物
の
維
持

は
、
オ
ル
バ

ニ
ィ
当
局

の
責
務
で
あ

っ
た
が
、
市
当
局
は
、
負
担
を

ひ
と
り

で
負
う

の
を
欲
せ
す
、
防
棚

の
保
守

・
修
繕

・
拡
張

の
費
用

の
提
供
を
求
め

て
本
国
政
府

に
定
期
的

に
圧
力
を
か
け

た
。
大
工
、
鍛
冶
屋
、
燃
料

・
ろ
う
そ
く
、
靴

の
提
供
者
に
よ

っ
て
大
量

に
報
酬
勘
定
書

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
地
建

　
ゆ

築
業
者
が
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀

に
か
け
て

の
約
五
〇
年
間
、
要
塞
や
防
棚

の
建
設

・
保
存
か
ら
も
う
け
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
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オ
ル
バ

ニ
ィ
大
商
人
が
毛
皮

に
支
払

っ
た
比
較
的
高

い
値
づ
け
の
た
め
に
、
非
常

に
多
く

の
土
着
ア
メ
リ
カ
人

の
毛
皮
商
人
が

ハ
ド
ソ

ン
河
西
岸

の
地
域
に
や

っ

て
き
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
オ

ル
バ

ニ
ィ
の
歓
待

に
よ

っ
て
、
他
地
域
よ
り
も
よ
り
好
ん

で
同
地

に
き
た

の
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
同
地
教
養
施
設

の

一
つ
は
、
要
塞

の
丁
度
北
側
に
同
市
大
工
が
建
築

・
保
存
し
た
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
小
屋

か
ら
な
る
小
村

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
長
年
の
同
市

の
政
策
に
よ

っ
て
、
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
が
自
己

の
銃
、
ポ

ッ
ト
、
道
具
を
同
市

の
鍛
冶
屋
に
も
ち

こ
み
、
市
費
で
修
繕
し
て
も
ら

っ
た
り
、
同
市
滞
在
中

に
同
地
産

の
食
品
を
手
交
さ
れ
る

こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆



ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
植

民

地

に

お

け

る

都
市

民

衆

注

20

こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
同
地
中
小
商
工
業
者

へ
の
需
要

を
付
加
し
、
彼
ら

へ
の
報
酬
は
、
市
当
局
か
ら
補
助
さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
。

と
も
あ
れ
オ
ル
バ

ニ
ィ
人
の
丁
重
さ
は
、
毛
皮
交

易
消
失
後
も
継
続
さ
れ
た
。
対
仏
同
盟
者
と
し
て
望
ま
れ
た
イ

ロ
コ
イ
族
そ

の
他

に
対
す
る
国
王

の
懇
請
の
た

め
に
、
多

人
数

の
土
着
ア
メ
リ
カ
人
が
同
地
に
来
着

し
、
定
期
的
ペ
ー

ス
で
同
地
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
業
務
委
員
や
勅
任
総
督
と
会
談
し
た
。
植
民
地
政
府
に
支
援
さ
れ
、

同
地

の
政
府
と

の
契
約
者

が
提
供
し
た
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
と
勅
任
官
吏

へ
の
贈
り
物
や
歓
待
は
、
毎
年

の
訪
問

で
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
が
勅
任
総
督
と
会
談
す

る
た
め
に
同

　
ね

地
に
来
着
し
た
と
き
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
外
交

の
定
例

の
様
相

で
あ

っ
た
。

本
国

で
徴
募
さ
れ
、
辺
境
防
衛

の
た
め
に
派
米
さ
れ
た

い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ

ス
独
立
守
備
隊
に
よ
る
オ
ル
バ

ニ
ィ
の
要
塞
防
衛

に
よ

っ
て
、
植
民
地
時
代

の
間

に
数

百
人

の
新
し

い
人
々
が
オ
ル
バ

ニ
ィ
に
も
た
ら
さ
れ

た
。

こ
れ
ら
の
兵
士

た
ち

の
い
く
ら
か
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
軍
役
を
新
世
界
で
身
を
立
て
る
チ

ャ
ン
ス
と
考

え

た
。

一
六
七
〇
年
代
と

一
七
二
〇
年
代

の
間

に
、
多
数

の
元
守
備
隊
員
が
兵
役
後
同
地
に
好

ん
で
と
ど
ま

っ
た
。
少
数

の
士
官
は
、
弁
護
士
や
医
師
と
し
て
ぬ
き

ん

で
る

こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
守
備
隊
貝

の
よ
り
小
部
分
は
成
功
し

た
大
商
人
と
な

っ
た
が
、
退
役
軍
人

の
よ
り
可
能
性

の
大
き

い
職
業

は
、
飲
食
業

で
あ

っ
た
。
し

か
し
滞
米
退
役
兵
士

の
大
抵
は
、
工
芸

へ
の
従
事
、
交
易

の
実
行
、
サ
ー

ビ
ス
業

へ
の
応
募

に
よ

っ
て
、
増
加
す
る
同
地
域

の
完
成
商
品

へ
の
需
要

に
見
合
う
道
を

選
ん
だ
。

こ
れ
ら

の
生
産
者

の
養
成
や
資
格
に

つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
ら

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
青
年
が
、
高

い
技
術
を
移
入
し
た
と
い
う
証
拠
も
な

い
。
多
分
、
チ

ャ
ン
ス
が
あ

っ
た
こ
と
が
激
励
済
と
し
て
役
立
ち
、
ま
た
経
験
が
、
教
師
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
局
地
的
に
中
小
商
工
業
者
と
し
て
知

ら
れ
た
元

丘
ハ士

の
第

一
の
波
は
、

一
六
七
〇
年
代

の
町
村
名
簿

に
現
わ
れ
始
め
る
。
例
え
ば
、

一
六
七
九
年
実
施

の
オ
ル
バ

ニ
ィ
世
帯
主
調
査

に
よ
れ
ば
元
兵
士
た
ち
、
ギ

ル

ベ
ル
ト

(
↓
o
ぎ

Ω
ぎ
Φ
昌

パ

ン
焼
き

)、
ラ
ブ

リ

ッ
ジ
父
子

(妻

団≡
①
ヨ

ピ
o
<
2
δ
σq
ρ

ω
戸
鋤
邑

』
「
二
帽
子
屋

)、
ガ
ー
ド
ナ
ー

(
幻
○
σ
Φ
詳

O
霞
曾

Φ
き
醸
造
業
者

)

　
　

が
居
住
し
、
そ

の
後
数
年
間
に
、

い
く
人
か
の
元
兵
士
な

い
し
そ

の
子
息

の
中
小
商
工
業
者
が
く
わ
わ

っ
た
。

元
兵
士
は
、
十
八
世
紀
初
め
に
オ

ル
バ

ニ
ィ
に
宣
伝
師
を
送
り
始
め
た
キ
リ

ス
ト
教
外
国
部
普
及
協
会

へ
の
み
な
ら
ず
、

オ
ル
バ

ニ
ィ
他

の
諸
辺
境
地
要
塞

へ
商

品

.
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
競
争

の
上
で
明
白

に
有
利

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
新
定
住
者
と
そ
の
子
孫
は
、
や
が
て
、
オ
ル
バ

ニ
ィ
の
衣
服
業
、
食
品
サ

ー
ビ
ス
業
、
接
待
業
を
独
占
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

が
イ
ギ
リ
ス
出
身

と
い
う
点
や
、
な
お
英
語

が
余
り
し
ゃ
べ
れ
な

い
社
会

で
あ

っ
た
地
域
で
目
立
ち
、

彼
ら

の
行
動
は
、
し
ば
し
ば
徹
底
的
な
近
所

の
せ
ん
さ
く

の
対
象
と
な

っ
た
。

た
だ
し
、

こ
れ
ら

の
中
小
商
工
業
者

と
な

っ
た
元
兵
士

の
い
く
ら
か
は
、
あ
ら
か
じ

注
23

め
市

会

に
よ

っ
て

フ
リ

ー

メ

ン
と
し

て
承

認

さ

れ
る

こ
と

な

し

に
営
業

し

た

た
め
、

罰

せ
ら
れ

た

の

で
あ

っ
た
。
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一
七

一
三
-
四
四
年

の
平
和
期
に
は
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク

・
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア

へ
の
定
住

が
未
曽
有

に
拡
大
し
た
。
そ

の
期

の
オ
ル
バ

ニ
ィ
の
発
展
は
、
新

フ

ロ
ン
テ

ィ
ア
区
域

が
移
民
や
旧

ニ
ュ
:
ヨ
ー
ク
家
族

の
子
孫

に
よ

っ
て
定
住

・
開
発
さ
れ
る
の
に
伴
う
劇
的
な
全
面
的
植
民
の
局
部
的
な
現
わ
れ
で
あ

っ
た
。

フ

ロ
ン
テ

ィ

ア
の
発
展
が
、
オ

ル
バ

ニ
ィ
市

の
得
意
先
や
顧
客
数
を
増
す

に
つ
れ
て
、
同
市
人
口
は
、
十
八
世
紀
前
半

に
倍
化
以
上
し
、
市

の
よ
り
古

い
家
族

の
い
く
ら
か
は
、

同
市
を
基
盤
と
す

る
職
業
に
よ
り
多
く
の
子
息
を
就
か
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
以
前
は
農
村
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
青
年
を
同
市

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
と
同
時

に
、
便
乗
的
な
新
来
者
が
同
市

に
定
着
し
た
。
そ
し

て
同
市
の
発
展

は
、

工
作
用
木
材
、
皮
革
、
繊
維
製
品

へ
の
増
大
す
る
地
域
需
要

に
よ

っ
て
新
し

は
ね

い
施
設

の
出
現
が
求
め
ら
れ
る
に

つ
れ
て
、
同
市
境
界
内

の
新
区
域
の
開
発
と

い
う
形

で
な
さ
れ
た
。

〈
市
中
心
部
〉

十
八
世
紀
二
〇
年
代
ま
で
に
、

オ
ル
バ

ニ
ィ
住
民
は
、
開
発
に
最
適

の
エ
リ
ア
を
完
全
に
占
有
し
て

い
た
。
北
は

フ
ォ
ッ
ク

ス
・ク
リ
ー
ク
(
図

9
参
照

)
で
、
南

は
ラ

ッ
テ

ン
キ

ル

(図

8
参
照
)
で
境
界
と
さ
れ
た
防
衛
棚

の
中
央
部

の
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
乾

い
た
土
地
は
、

オ
ラ

ン
ダ
領
時
代
か
ら
の
家
族
に

よ

っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
。
同
市

は
、
こ
れ
ら

の
家
族
と
最
富
裕
新
来
者
が
、

ス
テ
ー
ト

(
図

1
参
照
)
・
パ
ー

ル

(
図
5
参
照
)
・
マ
ー

ケ

ッ
ト

(
図
3
参
照
)
・
コ

ー
ト

(
図
4
参
照

)
街
道

に
沿

っ
て
建
て
た
商
家
か
ら
進
展
し
た
。

一
七
二
〇
年
ま
で
に
、

こ
れ
ら
の
主
要
街
道
は
継
続
し
て
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
よ
り
堅
固
な

練
瓦
家
屋

が
、
六
〇
年
以
上
前
に
建

て
ら
れ
た
元
の
家
屋

に
と

っ
て
代
わ
り
、
ま

た
修
築
さ
れ
た
。

こ
の
都
会
的
居
住
中
核
区
域
で
の
財
産
は
、
最
高

の
地
位
、
十

八
世
紀

の
残
余

の
間

の
実
業
中
心
区
画
を
象
徴
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
練
瓦
造
り
家
屋

の
所
有
者
は
、
同
市
主
要
実
業
家
、
政
治
的

・
司
法
的
指
導
者
、
社
会
的

エ

リ
ー
ト

の
最
富
裕

メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た
。

一
方
、
市
中
心
部
を
取
り
囲
み
、
隣
接
す

る
よ
り
小
さ
な
建
物

の
大
多
数
は
、
二
流
商
人
と
小
売
商
人
、
輸
送
そ

の
他

の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
自
由
土
地
保
有
権
者
、
出
現
し

つ
つ
あ
る
工
芸

・
交
易
経
済

の
最
も
確
立
し
た
メ

ン
バ
ー

の
所
有
物

で
あ

っ
た
。
同
市

の
付
加
的
な
土
地
は
、

将
来

の
開
発
に

一
任
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、

ス
テ
ー
ト
街
道

か
ら
離
れ
て
お
り
、
浸
食

さ
れ
た
峡
谷
、
な

い
し
ぬ
か
る
み
の
低
地

の
近
く
に
位
置
し
て

い
た
。

〈
い
わ
ゆ
る
織
り
手

の
飛
地
〉

市
中
心
部

は
、
定
住

・
再
定
住
さ
れ
、
棚

で
囲
ま
れ
て
い
た
が
、

一
七
二
〇
年
ま
で
に
市
会

は
、
中
心
部
を
越
え
た
地
所

の
開
発

請
願
を
許
可
す
る
意
志
で
あ

っ
た
。
許
可
第

一
号
は
、
先
祖
が
オ
ラ

ン
ダ
領
時
代

の
住
民
で
は
な
く
、
工
芸

・
交
易
関
連

の
生
産
活
動
を
求
め
て
最
近
来
住
し
た
個

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆
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植民地時代オルバニィ

ユ

1

ヨ,

!

ク

植

民

地
に

お

け

る

都

市

民

衆

〔註 〕 破 線 はお お よそ17世 紀 の位 置,

1=ス テ ー ト街 道,2=イ ギ リスの 要塞(1676,1737),3=マ ー ケ ッ ト街 道,4=コ ー ト街

道,5=パ ー ル街 道,6=ギ ャ ロー ス ・ヒル,7=市 役 所,8=ラ ッ テ ンキル街 道,9=フ

ォ ックス ・ク リー ク,10=イ ン デ ィア ン ・ハ ッ ト,11=ス ケ ネ クタデ ィへ 通 じるキ ン グス ・

ハ イ ウ ェイ,12=市 北 堺 界線,13=オ レ ン ジ要塞,14=17世 紀 防棚,15;18世 紀 の防 棚 の リ

ミッ ト,16=ド ッ ク(1765～70立),17=メ イ ドン小 路(渡 し船乗 り場),18=ヴ ァ ン・レ ンセ

レー ル ・マナ ・ハ ウスへ の沿 河道 。

一 バ ルバ カロ(TriciaBarbagallo)氏 作 の略 図 〔AMS
,281〕 一
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人

の
グ

ル
ー

プ

で
あ

っ
た
。

す

な

わ
ち
、

一
七

二

〇
年

に
始

ま
り
、

多

数

の
こ
れ
ら

の
抱

負
豊

か
な

中
小

手

工
業

者

か
、

ギ

ャ

ロ
ー
ズ

・
ヒ

ル

(
図

6
参

照

)

の
す

そ

の

の
場

所

(
ス
テ

ー

ト
街

道

の
南

方

の
斜
面

地
。

元
来

伝

来

の
練

瓦

工
場

が
占

め

て

い
た
。
)

の
地
権

を

入
手

し

た
。

例

え

ば
、

機

屋

の

フ
リ

ー

ヤ
ー

(
H招

碧

閃
曙
曾

)、
衣

服

屋

の
ク

ー

パ
ー

(○
げ
9
島
魯

O
o
o
需

『
)
な

ど

で
あ

る
。

彼

ら

は
、

著

し
く

繊
維

関
連

業
者

で
あ

る

こ
と

が
多

く

、

こ

の
同

市
第

一
区

の

い
わ
ゆ

る
織

り
手

た

ち

の
飛
地

は
、

活

発
な

地
域

市
場

に
売

る

に
十

分
な

布

地

を
生

産

で
き
、

ま

た
、

そ

の
多

く
が
南

部

オ

ル
バ

ニ
ィ
に
住

宅
兼

商

品
を

も

つ

一
ダ

ー

ス
以

上

の

洋

服
屋

を
引

き

つ
け

る

こ
と

が
で
き

た
。

し

か
も

、

こ
れ
ら

の
繊

維
関
係

中

小
手

工
業

者

は
、

経
営

者

が

政

治
上

無

口

に
と
ど

ま

っ
た
他

の
業

種

の
ど
れ

に
も
似

ず
、

市
会

に
時

折

の
発

言
権

を
有

し

た
。
例

え

ば
、
繊

維
関

係

業

者

テ

ン
・ブ

ロ
ー
ク

(
}
o
冨

言

Φ
ω
↓
Φ
づ
しd
「
o
Φ
o
吋
)
と
ヴ

ァ

ン
・ザ

ン
ト

匂
づ

(
}
o
げ
碧

①
①
ω
<
き

N
鴛

N
戸

注
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匂
「
°)
が
、

一
七
二
〇
年
代
と
五
〇
年
代

の
間

に
第

一
区

か
ら
参
事
会
員

に
当
選
し
、
同
業
者
を
代
弁
し
た
の
で
あ
る
。

〈
南
部
新
地

・
低
地
V

他
方
十
八
世
紀
前
半

の
間
に
、
新
来
者

が
市
南
部
に
移
住
し

つ
づ
け
、
多
様
な
工
芸
活
動
に
従
事
し
た
。
ま
た
よ
り
専
門
化
さ
れ
た
職
業

で
は
、
元
第

一
区

の
中
小
手
工
業
者
や
旧
同
市
家
族
の
子
息

た
ち
が
彼

ら
に
く
わ
わ

っ
た
。
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
に
、

こ
れ
ら

の
手
工
業
者

は
、
そ

の
家
屋
が
金
属

細
工
師
や
鍛
冶
屋

の
飛
地
の
商
店
や
小
屋

に
触
れ
る
ま
で
、
市
南
部

の
古

い
道
、
ビ
ー

バ
ー
や

ハ
ド
ソ

ン
街
道
を
下

っ
て
移
動

し
た
。
さ
ら
に
、
十
七
世
紀

の
間

に

元
来
の
移
住
民

に
よ

っ
て
確

立
さ
れ
た

一
部
旧
家

の
鍛
冶
屋

の
家
族
が
、
植
民
地
社
会

の
南
端
近
く
の
低
地

に
位
置
し
て

い
た
。
そ
し
て
五
〇
年
後

に
は
、
イ

エ
ッ

(}
O
ω
①
℃
ゴ
k
P
砕
①
ω
)
や
、
ホ
ー
ガ

ン

(≦
、旨
冨
ヨ

=
○
ひQ
雪

)
の
子
孫
が
、
市
南
端
に
鍛
冶
屋
を
建
立
、
植
民
地
時
代
末
ま
で
に

}
ダ
ー
ス
以
上
の
鍛
冶
屋

が
、
市
南

部

に
あ
る
店

で
基
本
的
な
鉄
製
品
を
製
作

・
修
繕
し
つ
つ
あ

っ
た
。

彼
ら

の
数

は
、
十
九
世
紀

に
ま
で
さ
え
増
加
し

つ
づ
け

た
が
、

一
七
四
〇
年
代
以
後
に
は
、

ビ
ジ
ネ

ス
活
動

に
変
化
を
な
す
鍛
冶
屋
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か

っ
た
も

の
の
、
ほ
ん
の
僅

か
な
も

の
は
、
追
加
の
地
所
を
入
手
す
る

こ
と

が
で
き
た
。

た
だ
し
誰
も
、
参
事
会
員

と
な

っ
て
、
政
治
的
な
名
声
を
博
す
も

の
は
な
か
っ
た
。

そ

の
代
わ
り

に
、
若

い
鍛
冶
屋
は
、
巡
警
や
消
防
士
と
し
て
奉
仕
し
、
ま
た
、
土
着
ア
メ
リ
カ
人

の
毛
皮
商
人

の
道
具
や
武
器

の
修
繕
費
の
支
払

い
を
市
当
局

に
求

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
金
属
職
人

の
少
数
者
は
、

の
こ
ぎ
り
、

た
が
、
火
器
と

い
っ
た
よ
り
専
門
的
生
産

に
移
行
す
る
こ
と
を
好
み
、

一
方
他

の

者
は
、
眞
ち
ゅ
う
や
錫

で
実
験
し
始
め
て

い
た
。
グ
リ
ー

ン
や

ハ
ド

ソ

ン
街
道

の
新
居
住
家
屋
が
、
煙
や
火

の
粉
を
出
す
鍛
冶
屋

の
仕
事
場
を
望
ま
し
く
な

い
近
隣

注
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と
み
な
す

に

つ
れ
て
、
仕
事
場
は
、
鍛
冶
屋

の
住
宅
か
ら
離
さ
れ
、
市
端

の
牧
草
地
に
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。

植
民
地
時
代

の
多
く

の
間
、
市
南
部
低
地
に
は
、
鍛
冶
屋

の
店

と
と
も

に
、
大
工
、
お
け
屋
、
そ

の
他
木
材
を
原
料
と
す
る
職
業

に
従
事
す
る
中
小
手
工
業
者

の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆

(41)



ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

植

民

地

に
お

け

る

都

市

民

衆

店

や
ま
き

の
山
が
存
在
し
た
。
ボ
ガ
ー
ト
家

(↓
冨

じd
o
σq
餌
答
ω
)
や

ビ
ッ
サ
ア
ー
家

(
目
冨

≦

ωω
9
Φ
ω
ω
)
は
、
同
市
創
立
期
か
ら
こ
の
エ
リ
ア
で
大
工
関
連
活
動

に
従
事

し
て
い
た
が
、
十
入
世
紀
半
ば
ま
で
に
彼

ら
に
、
多
数

の
お
け
屋
、

お
よ

び
、
複
雑
な
産
物
を
作
る
た
め
に
鍛
冶
屋
、
大
工
、
木
工
細
工
師
の
技
能

へ
の
接

近
を
必
要
と
し
た
荷
馬
車
造
り
や
舟
大
工
た
ち
が
く
わ
わ

っ
た
。

オ
ル
バ

ニ
ィ
産

の
荷
馬
車
や

ボ
ー
ト
、
そ
し
て
ま
た
お
け
屋

が
製
作
し
た
た
る
や
箱
は
、
十
八
世

紀
の
間
に
需
要
が
増
加
し
た
。
植
民
地
時
代
末
ま
で
に
、
同
市
南
部

の
生
産
活
動
は
、
建
築
業
、
車
輌
、
船
舶

コ
ン
テ
ナ

の
建
設
を
含
ん
で
、
最
も
顕
著
な
比
率

で

　
め

繁
栄

し

た
。

〈
北

部

市
境

地
帯

〉

同
市

の
実

質

的
北

境

は
、

フ

ォ

ッ
ク

ス

・
ク

リ
ー

ク

(
図

9
参

照

11
山

腹

の
間

の
広

い
峡

谷

を
通

り
抜

け

た

の
ち
、

泥
水

を

ハ
ド

ソ

ン
河

に

放
出
す

る
西

行
す

る

流

)

で
あ

っ
た
。
北

マ
ー

ケ

ッ
ト
街

道

の
居

宅

や
事
務

所

の
あ

る

こ

の
ク

リ
ー

ク

の
南

部

は
、

早
く

も

一
七

六
〇

年
代

に
、

オ

ル
バ

ニ
ィ

の
最

も
活

発
な

ビ

ジ
ネ

ス
世
界

を
明

示
し

た
。

こ

の
商

業

地
区

自

体

は
、
同

市

の
北

半

哩

に
あ

る
ヴ

ァ

ン

・
レ

ン
セ

レ
ー

ル

・
マ
ナ

に
至

る
道

路

を
そ

こ
で
横
切

っ
た

フ

注
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オ
ッ
ク

ス

・
ク
リ
ー
ク
が
限
界
で
あ

っ
た
。

マ
ー
ケ

ッ
ト
街
道

の
大
商
家
居
宅
と
河
岸
と

の
間

の
二

つ
の
小
街
区

に
は
、
多
数

の
中
小
商
工
業
者

の
居
宅
や
商
店

が

位
置
し
て

い
た
。

こ
こ
の
中
小
手

工
業
者

は
、
大
き

い
程
度
で
木
材
関
連
業

で
働

い
た
が
、
南
部
低
地

の
木
材
関
連
中
小
商
工
業
者

が
、
大
工
業
、

ボ
ー
ト
や
車
輌

作
り

に
専
念
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
北
部
業
者

は
、
輸
送
品
を
守
る
の
に
使
わ
れ
た
小
た
る
、
お
け
、
か
ご
、
箱

を
製
作
し
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
自
己
の
技
術
を

活
用
し
、
多
分
南
部

人
よ
り
大
き
な
程
度

で
木
材
を
曲
げ
た
り
、
形
ど

っ
た
り
し
て
、
荷
馬
車
や
船
舶
を
製
作
し
た
。

さ
ら
に

い
く
ら
か
の
木

工
細
工
師
は
、
戸
、

よ
ろ

い
戸
、
屋
根
板
、
そ

の
他

の
完
成
木
製
建
築
用
品
を
製
作
し
た
。
く
わ
え
て

い
く
ら
か
の
第
三
区

(
11
北
部

)
の
建
具
師

は
、

い
く
ら
か
の
ラ
フ
な
家
具
を
製

作
し
た
。
そ

の
上

一
七
五
〇
年
以
後
、

ロ
ー
プ
作
り
、
舟
具
屋
、
帆
作
り
が
、
お
け
屋
と
大
工
と
の
間
に
小
さ
な
店

を
割
り
込
ん
で
保
有
し
た
。
手
工
業
者

の
こ
の

飛
地
は
、
メ

エ
ド

ン
小
路

(
図
17
参
照
)
渡
船
場
と
第

三
区
ド

ッ
ク

の
間

の
河
岸
通
り

に
沿

っ
て
出
現
し

つ
つ
あ

っ
た
河
港

エ
リ
ア
に
最
適
に
役
立

っ
た
。
な
お
、

ド

ッ
ク
区

の
北
端

に
は
、
材
木
地
区

が
形
成
さ
れ
始

め
、
北
部
森
林

で
大
量

に
筏
採
さ
れ
た
松
材
や
堅
材

が

ハ
ド

ソ
ン
河
を
浮
遊

・
流
下
さ
れ
、
低
地
で
貯
蔵
さ

注
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れ
た
。

と

こ
ろ
で
、
植
民
地
時
代
オ

ル
バ

ニ
ィ
の
手
工
業
者

の
な
か
で
最
も
多

人
数

で
あ

っ
た

の
は
、
皮
革
業
従
事
者
で
あ

っ
た
。
同
地

の
有
利
な
輸
送
上

の
位
置
の
た

め
、
製
革
業
者

は
、
表
面
上
無
尽
蔵
な
獣
皮
を
提
供
し
て
も
ら
え
た
。
ま
た
そ

の
た
め
、
同
市
靴
製
作
者
や
皮
革
商

人
は
、
移
住
民
、
旅
行
者
、
兵
士
、
土
着
ア
メ

リ
カ
人
の
顧
客
や
、
余
剰

品
輸
出

の
チ

ャ
ン
ス
に
関
心
を
も

つ
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
増
加
を
期
待
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
靴
製
作
と
そ
れ
に
関
連
す
る
活
動
は
平
凡

で

(42)



あ

っ
た
の
で
、

い
ず
れ
の
初
期

の
主
要
な
同
市
家
族
も
、
そ
の
職
業

に
就
く
少
な
く
と
も

一
人

の
、
し
ば
し
ば
多
数
の
親
戚
を
も

っ
て

い
た
。
大
ざ

っ
ぱ
な
修
繕
か

ら
く
ら
や
綱
引
き
荷
馬
車

の
精
巧
な
修
理
に
至
る
皮
革
作
業
は
、
大
多
数

の
青
年
に
職
を
与
え
た
が
、
彼
ら

の
い
く
ら
か
は
の
ち

に
、
他

の
職
業
や

ビ
ジ
ネ

ス
活
動

に
入

っ
て

い
っ
た
。
同
地
工
芸
が
市
場
向
産
物
を
製
作
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
確
実
に
皮
革
製
品
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
製
革
作
業

は
、
社
会

に
広
く
、
ま
た
民
族

・
階
級
を
超
え
て
普

及
し
て

い
た
が
、
住
民
の

一
部
だ
け
が
供
給
や
補
助
資
材
に
適
宜
近

づ
く
こ

と
が
で
き
た
。
毛
皮
交
易
網

が
、
鹿
皮
や
他

の
獣
皮

の
断
え
ざ
る
補
給
を
確
保
し
た
た
め
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
交
易
を
経
験
し
た
家
族
、
農
村
に
親
戚

の
結
び

つ

き
を
も
ち
、
ま
た
、
同
市

に
皮
革
を
運
ぶ
手
段
を
も

つ
人

々
が
第

一
の
有
利
さ
を
も

つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ

の
上
、
ホ

ッ
ク

ス

・
ク
リ
ー

ク
沿

い
の
地
所

と
の
ち
に
そ

こ
に
位
置
し
た
製
革
作
業
場
は
、
も

っ
ぱ
ら
既
成
有
力
家
族

に
市
政
府
に
よ

っ
て
譲
渡

・
賃
貸

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
な
お

こ
れ
ら
は
、
そ

の
感
受

性
が
製
革
過
程
に
よ
り
な
れ
易

い
青
年

に
よ

っ
て
典
型
的

に
操
作

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
好
ま
し

い
値
段
で
良
質

の
皮
革
を
え
る
こ
と
が
、
個

々
の
製
革
業
者
の
成

功
を
大

に
し
決
定
す
る
上

で
、
業
者

の
技
偏

の
質
と
と
も

に
肝
要

で
あ

っ
た
。
市
場

の
条
件
を
別
に
す
れ
ば
、
皮
革
業

は
、
同
地
人

の
人
気

の
あ
る
経
歴
選
択
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
部
門
に
入
る
こ
と
は
、
道
具
、
店
舗
、
訓
練
の
た
め
の
投
資
を
ほ
と
ん
ど
必
要

と
し
な

か

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
皮
革
業
者

は
、
周
期

3ー但

的
景
気
サ
イ
ク

ル
に
そ
ん
な
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
に
大

い
に
適
応

で
き
る
巧
妙
さ
を
個

々
人
に
与
え
た
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
皮
革
業
は
、
腐
敗
せ

注
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ず
、
容
易
に
貯
蔵

で
き
る
産
物
を
生
産
し
た
か
ら
で
あ

る
。

お

わ

り

に

思
う

に
、
世

帯
主

と

、
生

活

の
た

め

で
は
な

く

て
外
的

に

動
機

づ
け

ら

れ

た
活
動

に
熱

中
し

た
従
属

す

る
家
族

メ

ン
バ
ー

の
人
数

と

い
う
観

点

か

ら
す

れ

ば
、
中

小

商

工
業
者

は
、

明
白

な
多

様
性

を

示
し
、

初

期

オ

ル

バ

ニ
ィ
労

働
力

の
・王
力

で
あ

っ
た
。
同

市

で

の
彼

ら

の
隣

人
や
、

同
市

周

辺
を
含

め

た
地

域

の
住

民

が
、

彼

ら

の
布

地
、

木

材
、

金
属

、

皮
革
製

品

、

お
よ

び
そ

れ

ら

に
関

連

し

た
サ
ー

ビ

ス
の
定

期

的
な

顧

客

と
な

る

一
方

、

い
く

ら

か

の
同

地
産

物

は
、
再

販

売

の

た
め

に

輸
出

さ

れ

た
。

そ
し

て
、

こ
れ
ら

の
メ
ー

カ
ー

や
加

工
業

者

の
経
済

的
業

績

の
た
め

に
、

同
市

世
帯

の

い

く
ら

か

の
大

ブ

ロ
ッ
ク

は
、
数

世
代

に
わ

た

っ
て
生
活

を

保

障

さ

れ

た
。

オ

ル
バ

ニ
ィ
中

小
手

工

業
者

は
、

家
屋

を

も

ち

、
家
族

を
養

い
、

広
範

な
社

会

活

動

に
参

加

し

た
。

そ
れ

ば
か

り

か
、

彼

ら

の

い
く

ら

か

は
、
上

昇

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
に
お
け
る
都
市
民
衆

す
る
ペ
ー

ス
で
、

メ
ー
カ
ー
や
加
工
業
者
を
雇
用
す
る
人
間
、
す
な
わ
ち
、
商
店
主
や
大
商
人
と
し
て
の
商
業
上

・
財
産
上

の
身
分

の
保
持
者
に
向
上
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

し
か
し
総
体
的

に
は
、

こ
れ
ら

の
生
産
勤
労
者
層
は
、
社
会

の
指
導
者
の
な
か
に
数
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
植
民
地
時
代
を
通
し
て
彼
ら
は
、
契
約
関
係

の
上

で
、

社
会
保
護
の
上
で
、
そ
し
て
都
市
な

い
し
社
会
の
支
柱
と
し
て
、
消
防
士
や
巡
警
と

い

っ
た
社
会
奉
仕

に
親
し
く
携
わ

っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
参
事
会
員
に
選
出

さ
れ
る

こ
と
は
め

っ
た
に
な
か

っ
た
。

一
般

に
彼
ら
は
、
民
兵
士
官
や
治
安
判
事

に
も
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
課
税
額
査
定
役
、
検
査
役
、
各
種
委
員

と
し
て
行
動
す

る
こ
と
も
な

か

っ
た
。
さ
ら

に
中
小
商

工
業
者
が
、
同
市

の
内
外

で
広
大
な
地
権
を
え
る

こ
と
も
め

っ
た
に
な
か

っ
た
。
臨
終

の
と
き
の
彼
ら
の
財

産
は
、
実
業
者
層

の
そ
れ
に
比

べ
も

の
に
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
も
彼
ら
の
最
も
覇
気

に
満
ち
た
子
孫
は
、
違

っ
た
方
向

に
出
発
す

る
た
め
に
、
戦
略
上
重
要
な
決

断
を
下
し
た
。
十
八
世
紀
末
ま
で
に
、
供
給
資
材
と
製
品
市
場
化
に
対
す
る
支
配
権
を
保

つ
こ
と

の
で
き
た
少
数
者
だ
け
が
、
独
立
革
命
後
に
も
、
経
済
上
の
競
争

力
を
保
ち
、
独
立
を
維
持
し

た
に
す
ぎ
な

か

っ
た
。
植
民
地
時
代
手
工
業
者

の
大
多
数

は
、
オ
ル
バ

ニ
ィ
市
を
去

り
、
よ
り
競
争

の
少
な

い
農
村
や
新
辺
境
地
で
自

己

の
職
業
を
実
鞭

あ
る
い
は
退
職
し

て
肇

の
仕
事
に
従
事
」

ま
た
は
、
工
場

.
作
業
場
所
有
者

か
ら
賃
銀
を
え
る
募

働
者
と
な

っ
た
.
さ
も
な
く
ば
彼

鰯

ら

は
、

『
恒
常
貧

民
』

に
な

っ
て
施

し
を
う

け

る
他

は
な

か

っ
た
。

ー

は
お

以
上
要
す
る
に
、
オ

ル
バ

ニ
ィ
市
民
衆

は
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市

の
そ
れ
に
比
べ
て
、
政
治
的

・
社
会
的
上
昇

の
程
度

が
劣
る
よ
う

に
み
え
る
が
、
基
本
的

に
は
類

似

の
傾
向
を
示
唆
し
て

い
る
と

い
え
よ
う
。
た
だ
同
市

で
も
、
中
小
商

工
業
者

の
史
的
意
義

と
役
割
と
を
忘
却
し

て
は
な
ら
ず
、
ま

た
、
毛
皮
交
易
に
の
み
魅
惑
さ

れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
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